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は　じ　め　に

　関係代名詞は，ある節の」部（又は全部）をさらに別の節が修飾するために

いわば接着剤として使われるものである。2つの節を関係付けるために単に接

続詞と代名詞を使うのではなく，関係代名詞という装置を使うという特徴ゆえ

に多くの言語学者の関心を惹き，様々な枠組みを用いた多くの分析がなされて

きている。

　本論文では，セクションユにおいて現代英語における関係代名詞及びその先

行詞のふるまいについて考察する。次いで，セクション2ではシェークスピア

の英語における関係代名詞と先行詞について詳細に分析する。そして，セクショ

ン3では初期近代英語・（シェークスピアの英語を含む）における先行詞の認可

のしくみを提案する。最後のセクションで，初期近代英語と現代英語のふるま

いを比較検討し，本論文の意義を述べる。

1．現代英語における関係代名詞めふるまい

　1．1先行詞の構造

現代英語において，一関係代名詞によって導かれる関係節（relatiVe　ClauSe）に

は，制限的関係節，非制限的関係節，および自由関係節がある。まず，関係代
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名詞と関連付けられる先行詞の構造について考察した上で，現代英語における

具体例を観察する。

　関係代名詞の先行詞（名詞句）が複数の名詞表現から構成されていて，補部

の働きをする表現を取らない場合は，（I）か（H）のいずれかのパターンを，

補部の働きをする表現（名詞句）を取る場合は，（皿）のパターンをとるさ〕

　（1）（I）所有格の名詞　十名詞（Ngen＋N）

　　（I）所有格の代名詞十名詞（NPro＋N）

　　（皿）［決定詞十名詞］十〇f＋名詞句（［D＋N］十〇f＋NP）

　関係代名詞が取りうる先行詞は，一（1）のパターンに現れる要素すべての場合

（（I・）の場合は所有格の名詞十名詞，（I）の場合は所有格の代名詞十名詞，

（皿）の場合は［決定詞十名詞］十け十名詞句）と，（1）のパターンに現れる要

素のうち，いずれか」つの名詞表現のみをその先行詞として取る場合があるg

前者の場合は，名詞句全体が関係代名詞の先行詞として認可されることにな

る。しかし，後者の場合は名詞句の中の一部のみを関係代名詞の先行詞として

認可するものであり，名詞句の中のそれぞれの要素について認可の可能性を検

討する必要がある。

　1．2先行詞と関係代名詞節

　このセクションでは，1，1のパターン（I）～（皿）に現れる各構成要素を先

行詞とする可能一性を検討する。なお，関係代名詞の先行詞として名詞句全体を

取る場合，その認可についての問題がいくらか指摘さ札でいる；〕しかしなが

ら，それらの問題を考察するのは本論文の主たる目的ではないので，特別に言

及する必要がある場合を除いて，名詞句全体を先行詞とする関係代名詞を含む

構文については扱わない。

　現代英語においては，パターン（皿）の名詞句を先行詞とする場合のみ文法

的，その他の場合はすべて非文法的であるε〕具体的データして以下のものがあ

る。

　（2）He　made　a1ist　of　a1五the　writers　who　he　thought　were　important　in　the
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　　　nineteenth　century一

　（3）Apeacefu1wor1dcannotbebui1tonabasisofpopu1ationsthatenjoyfighting

　　　and　ki11ing一

（4）th・…my’・d・・t…ti…fth・・itywhi・hw・・th…pit・1・fth・・mpi・・．．

　パターン（皿）において，関係代名詞が先行する名詞句内の第3要素（NP）

を先行詞とする場合，名詞句であることに加え，先行詞と関係代名詞が隣接し，

連続した構成素をなすので先行詞の認可が行われる。第1要素（D＋N）を先

行詞とする場合は，それが名詞句ではなく，同時に先行詞に連接していないの

で，この理由により先行詞の認可がなされないものと考えられる。

　パターン（I）および（n）においても，第2要素は名詞句ではないので，

関係代名詞の先行詞として認可されないものと考えられる。そして，関係代名

詞が先行する名詞句内の第1要素を先行詞とする場合，第1要素は名詞の範岡請≡

に属し，同時にパターン（皿）の場合のように，先行詞と関係詞節とが隣接せ

ず，連続した連鎖を形成しないために先行詞が認可されないものと考えられ

る。具体的な構造を用いた説明はセクションL4で行う。このセクションで観

察された文法性をまとめたのが表1である。

表1現代英語

先行詞

文法性

（I）Ngen＋N

Ngen

（n）ProN＋N一　（皿）［D＋N］十〇f＋NP

ProN D＋N NP

OK

　1．3関係代名詞節を含む文の構造

　関係代名詞節と先行詞との関係を，制限的関係節を取り上げて概観する。他

の非制限的関係節及び自由関係節も基本的には同じ関係を持つ。非制限的関係

詞は，その先行詞が関係詞に隣接していることが条件とはならない。本論では，

制限的及び非制限的関係詞が隣接している要素及びその内部の要素との関連付

け（認可）について考察する。
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　制限的関係詞節（。es位ictive　re1ative　c1ause）は，名詞句を制限修飾する付加

詞節である。

　（5う　［Np［Np　the　student］［cp　who［Ip＿finishes　the　examination　first］］］　does

　　　not　a1ways　get　the　best　grade．

　（5）では，名詞句の内部に関係節が埋め込まれている。そして，関係節の先頭

には関係代名詞舳。が現れており，伽舳の主語は表面上は現れない。この事

実を説明するために，舳。は基底構造で伽Mの主語の位置に導入され，そこ

からCP指定部へ移動されるとする分析が提案されている。

　（6）　［Np［Np　the　studenti］［cp　whoi［Ipあfinishes　t』e　examination］］］does　not

　　　a玉ways　get　the　best　grade．

　（6）の構造で，舳。iは痕跡fiを束縛し，痕跡は変項（variable）と解釈される。．

また，舳。や舳fc乃などの舳関係代名詞は関係詞演算子（relativeoperator）

と呼ばれ，関係詞節は演算子・変項（operator－variab1e）構造を形成することに

なり，何かを叙述する付加詞とみなされる。さらに，肋召舳de所が舳。と同一

の指標を与えられ，〃正。iの先行詞であることが示される。このようにして，

関係節は，先行詞について叙述する節として解釈される。

　1．4先行詞の構造

　このセクションでは，関係代名詞の先行詞となる名詞句の構造について2つ

の代表的な分析を概観する。X’（Xバー）理論を用いた名詞句の内部構造の分

析として，NP分析が提唱された。その後，機能範時をX’理論を用いて分析す

る立場からDP分析が提唱された。

　　1，4．1NP分析

　Jackendoff（1977）．によって提唱されたX’理論は，句構造の一般化を可能に

した。名詞を中心とした名詞句（7a）と（7b）の構造をX’理論を用いて記述

すると（8）のようになる二〕

　（7）　a．a1ist　of　a11　the　writers
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b．enemy’s　destmction　of　the　city

（8）

NP

Det Nノ

N NP

　a　　　list　　　　　（of）aH　the　writers

enemy’s　des耐uction　　（of）the　city

　　1－4．2DP分析

　DP　（determiner　phrase）は，Brame（1982），Fukui（1986），Abney　（ユ987）

などで提案されている句範鴫1で，Xノ理論に従い，D，D’，D”という投射が考

えられる。Abney（1987）によれば，英語においては，肋eや。（伽）の冠詞，

舳や伽fの指示詞，∫omeやe吃リの数量詞，属格を付与するAGRがDPの

主要部となる。（7a）と（7b）の句構造は，DP分析を用いるとそれぞれ，（9a）

と（9b）のようになる。

（9）a．　　　DP

DP　　　　D’

D NP

一N

a　　1iSt

DP

（of）a11　the　writers
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b．　　　　　　　DP

DP　　　　　　　　D

NP

DP

▲enemy’s　　AGR　　destruction （・f）th・city

　ここで，eη舳ツはDPの指定部の位置にあり，Dの位置にあるAGRから属

格を付与されると考える。

　1．5　先行詞の認可

　セクション1．2で観察したように，現代英語においては，パターン（皿）の

第3要素（NP）を先行詞とする場合のみ文法的である。その場合，先行詞の

認可がどのようなしくみに基づいて行われるかを述べるξ〕

　　1．5．1先行詞が名詞句全体

　まず，先行詞がNPであるとするNP分析では，文（2）と（4〕の先行詞と関係代

名詞を含む連鎖はそれぞ札（ユ。）と（n〕の構造を持つ。

　（1Φ　［N・［D亨1aコ［N・［N　list］［N・（of）a11the　writers］］］日。・who［I・he　thought＿

　　　were　important　in　the　nineteenth　cent皿y］］

　口　　［Np［D．1the　enemy’s］［Nj［N　destruction］［Np（of）the　city］］］［cp　which［Ip

　　　＿was　the　capita1of　the　empireコ］

　関係代名詞が名詞句全体をその先行詞とする場合は，先行詞と関係代名詞が

適切に関連付けられ，先行詞の認可が行われる。

　（1Φ’［Np［D。廿a］［N・［N1ist］［Np（of）a11the　writers］］］丘［cp　whoミ［1p　he　thought　fi

　　　were　important　in　the　nine亡eenth　ce口tury］］

　ロノ。［Np［D，1the　enemy’sコ［N’［N　destruction］［Np（of）the　city］］］i［cp　whichi［一p
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　　　右was　the　capital　of　the　empire］］

　また，全体のNPを構成している下位の構成素NP，帥はα〃加w杉舳，σユ）

は伽吻の場合についても，先行詞が関係代名詞と隣接しているため，それ

ぞれの関係代名詞節との関連付けが適切に行われ，先行詞の認可が行われる。

　（1Φ”　［NP［D已t　a］［N・［N1ist］［NP（of）all　the　w㎡ters］iココ［cP　whoi［IP　he　thought角

　　　w…imp・伽ti・th・・i・・t…th・・刀t・・シ］l

　G王）”［Np［D．t　the　enemy’s］［N’［N　destmction］［Np（of）the　city］i］］［cp　whichi［lp

　　　島was　the　capita1of　the　empire］］

　次に，先行詞がDPであるとするDP分析では，吻とq3）のような構造を持つ。

　（12）　［Dp［Dp］［D・［D　a］［Np［N1ist］［Dp（of）a11　the　writers］］］］j［cp　whoj［1p　he

　　　thought　fi　were　important　in　the　nineteenth　century］］

　喩　　［Dp［Dp　the　enemy’s］［D’［D　AGR］［Np日N　destmction］［Dp（of）the　city］］］］i

　　　日。p　whichi［Ip立i　was　the　capita1of　the　empire］］

　DP分析においては，o〃伽w1肋∫と伽吻という連鎖が句構造標識にお

いては，DPという機能範曝に支配されている。しかし，機能範晴DPは統語

範疇NPの特徴も併せ持つことを考慮すると，DP分析をとった場合も，X’分

析を取った場合の分析を援用することが出来，先行詞の認可が行われる。

　　1－5，2　先行詞が名詞句の一部

　セクションユ．2において，パターン（I）～（㎜）の内の一部の連鎖が名詞句

でない場合は，関係代名詞と隣接し連続した連鎖を形成していても，先行詞と

しては認可されないことを観察した。（パターン（I）と（n）の第2要素）

　一方，パターン（工）～（m）において，その一部が名詞句の範鴫1を持つ場合

は，先行詞が関係代名詞に隣接し，連続した構成素をなしている場合（パター

ン（皿）の第3要素）は，先行詞が認可されることを観察した。

　パターン（I）と（I）の第ユ要素を関係代名詞の先行詞とする場合，先行

詞と関係詞節とが隣接せず，そのため連続した連鎖を形成できないことにな

る。この関係について，具体的な構造を用いて説明する。
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（14）　　　　　DP

DP＿．、．．．．　　　D’

∴一一一＿＿＿
D NP　　　　　　　　　CP

enemy’s　AGR　　des航uction　　which

　CP舳だみ〃伽伽ωρ舳ψf乃ec妙がDPe〃舳プ∫と関係付けられるために

は，全体のDPがもつ構造を破壊する必要がある。句構造標識においては，関

係詞節CPと先行詞DP　emmプsとを関係付ける枝（branch）が全体のDPが持

つ枝と交差することになる。句構造標識における枝の交差は許されていない。

この結果，eη舳プsは関係代名詞の先行詞として認可されない。

2．シェークスピアの英語（初期近代英語）

　セクション1では，現代英語における関係代名詞の先行詞の認可について考

察した（表1参照）。

　興味あることに，先行詞の認可に関して歴史的英語，例えばシェークスピア

の英語において，現代英語では認可されない環境においても先行詞の認可が行

われてい名場合がみられることが先行研究で言及されている。

　荒木・中尾（ユ980）によ札ば，PEでは所有格の代名詞を先行詞にすること

は余り行われないが，Shでは珍しくないと指摘し，次の例を挙げている。

　（ユ⇒　how　much　a　fool　was　I，To　be　of　such　a　weak　and　si11y　mind，To如ai1his

　　　death　who1ives，and　must　not　di6Ti11mutua1oveれh正。w　of　mρrtal　kind1

　　　（VENユ017）

　　　（人類がたがいに皆滅びてしまうまでは生きており，死ぬはずのない人

　　　を死んだと思い敷くような，弱い愚かな心を持つ自分は，何と馬鹿であっ
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　　　たことだろう）

　㈹　My　pr㏄jous　queen，forbear，A皿d　give　true　evide皿。e　to　his1ove，which　s伽ds

　　　An　honorable　tri最．（ANT1．03．74）

　　　（私の大切な女王よ，耐えてくれ，そして立派に試練に耐えるこの自分

　　　の愛を本当に信じてくれ）

　また，小野・伊藤（ユ993）では，関係詞の先行詞が人称代名詞または名詞の

属格である構文はModE初期から17世紀まで多用されていると指摘し，次の

例を挙げている。

　（17）this　faire　face　and　heaven1y　hew，Must　grace　his　bed　that　conquers　Asia

　　　（1587Mar1owe，ユTamb－r1ain，I．ii．36－7）

　胸　Meaning（I　had　rather　they　were）hs　whom　I1ove　better　than　my1ife（1698

　　　Dryden，Don　Sebasti㎜，IV，ii．95）

　　　（その宝石類は私が自分の命よりも愛している人のものになったほうが

　　　よいのです）

　そして，胸の例に関して，PEでは舳わe〃乃αではなく伽わedげ伽m伽肋〃

（舳。）となるであろうと述べている。

　2．1先行詞と関係詞節の構造

　このセクションでは，シェークスピアの英語を含む初期近代英語における先

行詞と関係詞節との関連付け（認可）について考察する。

　㈲の関係する部分の連鎖が（19である。

　（！9　his　death　who1ives，㎜d　must　not　die　Till　mutuaユ。venhrow　of　moれa11dnd

　（！9の関係代名詞節及び先行詞は，次の構造を持つ。まず，先行詞をNPであ

るとする分析では，¢oのようになる。

　帥　　［Np［Np日D．t　his］［N’［N　death］］］［cp　who［Ip＿lives，and　must　not　die　Tm

　　　mutu証。verthrow　of　mortal　kind］コ］

　¢Oにおいて，関係代名詞が代名詞乃1sを先行詞と。する場合，〃∫はDetであ

り，同時に先行詞と関係詞が連続した連鎖を形成しないために先行詞の認可が
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なされない。

　次に，先行詞がDPであるとする分析においては，先行司肋∫と関係代名詞

が連続した連鎖を形成しないために先行詞の認可がなされないε〕

　㈲　　［Dp［Dp　his］［D’［D　AGR］［Np［N　death］］］］日。p　who［lp＿1ives，and　must

　　　not　die　Till　mutua1overthrow　of　mortaI　kind］］］

　先行詞の分析にNPの立場をとっても，DPの立場をとっても，先行代名詞

が認可されるためには，先行詞が名詞句の性質を持ち，同時に先行詞と関係代

名詞とが連続した連鎖を形成することが派生の過程で保証される必要がある。

その派生の可能性を探ることは本論文の目的とするところではない。しかしな

がら重要なトピックではあるので，稿を改めて検討してみたい。

　2－2

　このセクションからは，シェークスピアの英語にみられるパターン（I）～

（皿）の用例の構造および意味について考察を加える。

　　2．2．1　制限的と非制限的

　ここでは，パターン（I）～（㎜）をとる先行詞（パターン（I）と（工1）で

は第ユ要素，パターン（皿）では第3要素）が，どのような環境に現れるかを

観察する。まず，関連付けられる関係代名詞は，制限的であるか非制限的であ

るかについて考察する。データとして次のものがある。

　¢葛　ノ弍ターン（I）

　　a．Why？for言aki㎎one’；part　that’s　out　of　favor．（LR1．4．99）

　　b．r11slit　tbe　viI1ain’s　l1ose，that　wou1d　have　sent　me　to　the．gaol－SHR5。ユ。

　　　ユ31）

　臼⇒　パターン（I）

　　a．O　how　my　heart　abhors　To　heaエhim　mm’d，and　camot　come　to　him　To

　　　wreak　the　love　I　bore　my　cousin　Upon　his　body　that　hath　slaughter’d　him！

　　　（ROM3．5．99）
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　b－I　see血ee　compass’d　with　thy㎞ngdom’s　pear1，That　speak　my　sa1utation　in

　　their　minds；Whose　voices　I　desire　aloud　with　mine＝Hai1，King　of

　　ScotIand！（MAC5．9．2）

¢4　ノ弍ターン（皿）

　a．And　I　wi11fo11ow，more　for　Silvia’s1ove　Than　hate　of　Eg1amour　that　goes

　　with　her．（TGV5．2．53）

　b．The　f1at　transgression　of　a　schooIboy，who　being　ove箏。y’d　with　finding　a

　　bird’s　nest，shows　it　his　companion，ahd　he　steals　i吉．（AD02．ユ．222）

関連するすべてのデータを種類別にまとめたのが表2である。

表2

（I）Ng・・十N （I）NPro＋N （皿）［D＋N］十〇f＋NP 計

先行詞 Ngen N NPro N D＋N NP

制限的 5 O 26 O O 45 76

非制限的 29 O 10 O 4 56 99

計 34 O 36 O 4 ユOユ ユ75

　パターン（I）と（n）においては第1要素，パターン（皿）においては第

3要素を先行詞とする関係代名詞が，制限的用法をとる場合と，非制限的用法

を取る場合の割合は，それぞれ，およそ1対5（5：29），2．5対1（26：一10），1

対1（45：56）となる。先行詞に所有格の名詞を取る場合は非制限的関係節が

好まれ，所有格の代名詞をとる場合は制限的関係節が好まれる傾向がある。代

名詞はそれ白身，指示機能を持たず，先行詞の情報を間接的に受け継ぐだけで

ある。それに対し，名詞の場合は，それ自身の指示情報を直接持つので，意味

情報の観点から考察すると，名詞が持つ情報量の方が代名詞が持つ情報量より

豊かであるといえる。制限的関係節に比べ，先行詞に対しより独立した立場に

ある非制限的関係節が先行詞と関連付けられる場合，代名詞ではなく，それ自

身指示機能を持ち，より独立性の高い名詞をその先行詞とすることが出来ると
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考えられる。しかしながら，パターン（皿）の第3要素の場合には，この分析

が当てはまらない。先行詞からの独立性に差のある制限的関係節と非制限的関

係節が現れる頻度がほぼ同じであるからである。パターン（皿）の第3要素を

先行詞とする場合の認可は，いわば無標の場合であり，パターン（I）と（n）

の第1要素の場合の認可は，いわば有標の場合である。認可が有標の場合は，無

標の場合には存在しない制約が働き，独特のふるまいをするものと考えられる。

　　2．2．2第1要素の範鴫　名詞旬と代名詞

　パターン（I）と（I）において第1要素がどのような形式を取るかを分析

すると，名詞（句）を取る場合と代名詞を取る場合に二分される。データとし

て次のものがある。

　陶　ノ弍ターン（I）

　　a．How　the　knave　jow1s　it　to　the　gmund，as　if’twere　Cain’s　jaw－bone，that　did

　　　the　first　murder！（HAM5．1．76）

　　b．And　I　in　going，madam，weep　o’er　my　father’s　death　anew；but　I　must

　　　attend　his　M勾esty’s　command，to　whom　I　am　now　in　ward，evermore　in

　　　subjection．（AWW1．1．3）

　㈱　パターン（I）

　　a．And　now　my　tongue’s　use　is　to　me　no　more　Than　an　unstringed　vio1or　a

　　　ha叩，Or　like　a　cunning　instmment　cas’d　up，Or　being　open，put　into　his

　　　handlThatknowlnotpu1htotunetheh㎜ony．（R21．3，162）

　　b．It　is　so；and　you　may，some　of　you，thank1ove　for　my　blindness，who

　　　camot　see　many　a　fair　French　city　for　one　fair　French　maid　that　stands　in　my

　　　way．（H55．2．3ユ6）

　第1要素に名詞（句）を取る場合と代名詞を取る場合はほぼ同数（34：36）

（表2参照）である。代名詞と名詞（句）の特性から考えると，代名詞1ヰ，そ

れが指示するものがすでに先行文脈に現れることにより主題化されやすい。こ

の特性により，第ユ要素が代名詞の場合のほうが，先行詞として認識しやすくな
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ることも考えられる。しかし，予測を裏付けるだけの有意な差は認められない。

　　　2．2．3第1要素と第2裏素の意味

　　次に，パタ∵ン（I）と（I）の第ユ要素と第2要素の意味について考察す

る。第ユ要素として現れるのは，すべて人間［十human］という意味（素性）を

持っている。それに対し，第2要素にはさまざまな意味を持つ表現が現札る。

ここでは，意味を次のように下位区分する二j

　　吻　a．身体（の」部）（b1ood，body，bones，eyes，face，fingers，hands，head（s），

　　　　　　　heart－b1ood，jaw－bone，knees，1ips，mou血，nose，skin）

　　　　　b．行為・動作（absence，b正eath，coInmand，death，fall，1ooks，love，news，min，

　　　　　　　service，s1eep，thanks，way，words）

　　　　　c．感情・精神（desires，fear，heart，hope，mercies，minds　sou1（s））

　　　　　d．属一性（advantage，blindness，dooms－day，hea1th，honor，house，last，1ife，

　　　　　　　mme（s），Part，P1ace呂，reputation，rigor，sake，tmth）

　　　　　e．人間関係（Wife）

　　それぞれの意味の範晴に属する語を持つデータは次の通りである。

　　㈱　a．And，brother，here’s　the　Earl　of　WiItshire’s　b1ood，Whom　I　enco㎜ter’d　as

　　　　　　　the　batt1es　join’d．（3H61．1．13）

　　　　　b．And　win　you　credit　this　base　drudge’s　words，That　speaks　be㎞ows　not

　　　　　　　what？（2H64．2．15ユ）

　　　　　c－Methought　their　sou1s　whose　bodies　Richard　murther’d　Came　to　my　tent

　　　　　　　and　cried　on　victory、（R35．3，230）

　　　　　d－Here　is　the　scron　of　every　man’s　n㎜e，which　is　thought　fit，through　a11

　　　　　　　Athens，to　p1ay　in　our　enter1ude　before　the　Duke棚d　the　Duchess，on　his

　　　　　　　wedding－day　at　night．（MNDユ．2．4）

　　　　　e．But　if　my　father　had　not　scanted　me，And　hedg’d　me　by　his　wit　to　yield

　　　　　　　myse1f　His　wife　who，wins　me　by　that　means　I　told　you，Yourse1f，

　　　　　　　renowned　Prince，（MV2．ユ．17）
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表3パターン（I〕及び1皿）の第1要素

身体（の一部）　　行為・動作

23（33％） 18（26％）

感情・精神

ユO（14％）

属性　　　　人問関係

18（26％）　　1（1％）

　そして，関連するすべてのデータを意味に基づいてまとめたものが表3であ

る。

　第2要素として「身体（の一部）」の意味を持つ場合が一番多く（33％），次

いで「行為・動作」と「属性」が多い（26％）。身体とその一部の関係は，全

体の方が認識されやすい傾向がある。また，人とその行為，感情，属性との関

係は，主体としての人問のほうが，その行為や属性よりも認識されやすい傾向

がある。これに対し，「人問関係」の唯一の例はん｛∫w批である。用例が極端

に少ないのは，第1要素と第2要素ともに人問である場合，第2要素の方が関

係代名詞の先行詞として認識されやすいためにこのような連鎖が避けられるた

めと考えられる。

　　2．2．4　パターン（I～I）とパターン（皿）

　パターン（I）と（I）において，第1要素が先行詞となる場合，その先行

詞を認可する（関係代名詞と先行詞を関連付ける）理論的しくみがないことを

見てきた。一方，パターン（皿）において第3要素を先行詞として認可するこ

とは理論的に可能である。言い換えれば，先行詞の認可において，後者の場合

が無標であり，前者の場合が有標ということになる。無標の認可を保障する連

鎖がありながら，有標の認可のしくみを持っているのである。シェークスピア

の英語において，この無標の認可を許す連鎖と有標の認可を許す連鎖の出現の

頻度を比較する。作品別の出現数をまとめたものが表4である。パターン（I）

とパターン（U）は，第1要素を先行詞（すべて人）とする場合であり，パタ

ーン（㎜）は第3要素を先行詞とする場合である。

　パターン（I）とパターン（I）を合わせた数（70）が，パターン（皿）で

人を先行詞とする場合（69）とほぼ同じである。この点から，パターン（I）
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と（I）は，先行詞の認可の点からいうと有標であるといえるが，パターン（皿）

・と自由に交替することができたと考えられる。

表4

（皿）

（I）十（n） （皿）作品 年代 （1）名詞㈲ （I）代名詞
人 物

1H6 1589－90 ユ 1 O O 2 O

2H6 ユ590－9ユ 2 3 3 0 5 3

3H6 1590－91 4 2 3 ユ 6 4

R3 ！592－93 2 1 4 2 3 6

ERR 1592－94 1 0 2 1 ユ 3

SHR ユ593－94 ユ 0 O 0 ユ O

TGV 1594． 0 O 1 O O ユ

LLL ユ594－95 O O 3 O O 3

JN 1594－96 1 1 4 O 2 4

R2 1595 1 3 2 2 4 4

ROM 1595－96 4 1 1 O 5 1

MND ユ595－96 1 O 2 1 ユ 3

MV 1596－97 O ユ O ユ ユ 1

ユH4 1596－97 2 O 4 ユ 2 5

2H4 1598 O 2 2 3 2 5

ADO 1598－99 2 O 2 0 2 2

H5 1599 O 1 5 O ユ 5

JC 1599 O 2 1 王 2 2

1599 2 O 1 O 2 ！AYL
gAM 1600－01 1 1 3 O 2 3

TN 1600－01 O 2 O 1 2 1

TRO ユ601－02 1 O O 0 1 O

AWW 1602－03 1 工 5 0 2 5

MM ユ604 O 1 1 3 ユ 4

1604 O 1 O O 1 OOTH
kR 1605 1 1 2 0 2 2

MAC ユ606 ユ 3 2 3 4 5

ANT 1606－07 O ユ 2 1 ユ 3

COR 1607－08 1 2 2 2 3 4

TIM 1607－08 1 4 O O 5 O

PER ユ607－08 0 O 1 4 O 5

CYM 1609－10 1 0 5 O 1 5

WT 1610－11 O O 3 1 0 4

TEM 16！1 O O 1 O O ！

H8 1612－13 1 2一 2 4 3 6

計 33 37 69 32 70 ユ01
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　　2．2．5　パターン（皿）における有標性

　パターン（皿）において，先行詞の認可に関し，第3要素を先行詞とする場

合が無標である。しかしながら，シェークスピア用例には，第3要素ではなく

［第ユ要素十第2要素］を先行詞とする場合が4例観察される。このような場

合，認可のしくみに関して有標であるといえる。

　㈱　As　for　the　brat　of　this　a㏄ursed　duke，Whose　father　s1ew　my　fatheI，he　sha11

　　　die．（3H6ユ．3．4）

　㈱　O　thou，the　e趾thly　author　of　my　blood，Whose　you山uI　spirit，in　me

　　　regenerate，Doth　with　a　twofo1d　vigor　lift　me　up　To　reach　at　victory　above

　　　my　head．（R21．3．69）

　㈲　I　hear　him　mocトThe1uck　of　Caesar，which　the　gods　give　men　To　excuse

　　　their　after　wrath．（ANT5．2，285）

　鉤　The　shallowest　thick－skin　of　that　barren　sort，Who　Pyramus　presented，in

　　　their　sport，Forsook　his　scene　and　ent’red　in　a　brake；（MND3．2，13）

3．初期近代英語における先行詞の認可

　パターン（I）と（I）一においては第2要素，パターン（皿）においては第

3要素が，関係代名詞の先行詞であ一 髀鼾№ﾍ，関係代名詞が先行詞に隣接し連

続した連鎖を成しているので，関係代名詞が持つ統語および意味素性と先行詞

が持つ統語意味素性の照合が行われた結果，矛盾がなければ先行詞の認可が行

われる。もし，両者の統語または意味素性に矛盾がある場合は，さらに名詞句

全体の中から先行詞となり・うる要素を探すことを続け，統語素性及び意味素性

に矛盾のない要素を見つけた場合は，その要素が関係代名詞の先行詞として認

可されることになる。ここでは，パターン（工）と（I）においては第1要素，

パターン（皿）においては［第ユ要素十第2要素］がそれに該当する。この場

合，先行言可は名詞句の性質を持たず，同時に構造上の条件である隣接一性に違反

している点に注目すべきである。初期近代英語においては，この違反が許され
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ていたのである。

　ここでの分析を要約すると次のような原則を仮定することができる。

吻　パターン（I）と（I）においては第2要素，パターン（皿）において

　は第3要素が先行詞と統語素一性および意味素性において矛盾がない場合，

　当該の要素は関係代名詞の先行詞であると認可される。（無標）

　　上述の無標の認可のしくみが働かない場合，その要素を含む名詞句内に

　あり，関係代名詞と統語素性及び意味素性に矛盾のない名詞要素を先行詞

　とすることができる。（有標）

4Iま　　と　　め

初期近代英語（本論文ではシェークスピアの英語を検討）における（I卜

（皿）のパターンにおいて，各要素が関係代名詞の先行詞となりうる場合をま

とめると表5のようになる。

表5　シェークスピアの英語（初期近代英語〕

先行詞

文法性

（I）Ngen＋N

Ngen

0K

（I）PmN＋N

ProN

OK

（皿）［D＋N］十〇f＋NP

D＋N　　　　NP

OK　　　　OK

これを現代英語での観察と比較したものが表6である。

表6

（I’）Ngen＋N

先行詞　　　　　Ngen

現代英語　　　　＊

シェークスピアの英語　　OK

（I）ProN＋N　　（皿）［D＋N］十〇f＋NP

ProN

＊

OK

D＋N

OK

NP

OK

OK

この比較を通して観察される興味ある事実は，現代英語において許されない
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形式でも，シェークスピアの英語では許される形式があるということである。

セクション2で言及したように，先行研究ですでに観察されているものである

が，パターン（I）と（I）において第！要素が関係代名詞の先行詞として認

可されるのである。

　同時に，先行研究では観察されていない形式として，パターン（皿）におい

て第ユ要素が関係代名詞の先行詞と認可される場合も認められる。

　所有格の名詞表現を関係代名詞の先行詞とすることがあることは，先行研究

において観察されてきたことである。しかしながら，有標であるがゆえにその

分布や先行詞の認可のしくみについての研究はほとんど行われていない。この

有標の認可のしくみと同時に，初期近代英語には見られるのに現代英語には見

られない点については，歴史的な視点から消失のメカニズムを探ることも必要

である。本論は，今まで十分光が当てられてこなかった構文を詳細に検討し，

先行詞と関係代名詞のふるまい及び先行詞の認可のしくみを明らかにしたもの

である。

注

1〕パタ」ン（工）に現れる名詞は，厳密には名詞だけとは限らない。修飾表現が付加され

た主要部名詞と句の間にある中間構造の場合もある。

2）関係代名詞節とその先行詞との関係について，Smith（1964）等は，所有格の名詞句十

名詞は，制限的関係詞節の先行詞になることはできないと指摘している。

（i）　＊the　man’s　car　that　he　bought－ast　year

　ただしSm土th（ユ964）は，非制限的関係詞節の先行詞にはなることはできると指摘して

いる。

（三i）　the　man’s　c肛，which　he　bought　Iast　yeaf

　また，Morrissey（ユ98ユ）は，制限的関係詞節が明らかに部分的（partitive）の解釈を持

つ場合には，先行詞になることができるとして次の例文を挙げている。

（iii）　I　gave　an　my　pencils　that　had　my　mme　on　them　to　Bill．

3）パターン（㎜）に関連して，Kuno（ユ980），Pustejovsky（ユ984）は，所有格代名詞を持っ

た名詞句内の環境にある要素は，関係詞化すると非文になるか文法性が低下すると指摘し
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ている。

（i）　a。＊It　is　Nix㎝who　I　want　to　buy　M肛y’s　por血㎡t　o£

　　　　　　b。＃Yesterd且y，I　met　the　man　who　I　had　bought　Mary’s　portrait　of．

　　　しかし，不定名詞句内であれば可能である。（Kuno（ユ980））

　（ii）　a．It　is　Nixon　who　I　want　to　buy　a　poItmit　of

　　　　　　b・Ye昌terday，I　met　the　man　who　I　had　bought　a　portrait　of・

　　　また，属格形名詞が文の焦点になっていると容認可能になりやすいこともKum（1980）

によって指摘されている。

（iii）　a．This　i呂the　story曲at　I　haven’t　been　ab1e　t6get　Marゾs　versi㎝of．

　　　　　　b・This　is　the　term　th且t　I　don！t　like　Chomsky’s　definition　of．

　　　　　　c．T㎞s　i昌the　event　that　I　liked　CBS’s　reporting　of　best　of　alL

4）（8）の句構造標識においては（of）o〃伽w1士舳という前置詞の括弧つきの連鎖を取るが，

説明に際しては，前置詞無しの名詞句のみの。〃肋川肋mを用い一る。同様に，句構造標識

においては，伽例舳ゾ∫とい．う属格形をとるが，説明に際しては，その無届折の形物mmツ

を用いる。以下同様の扱いをする。

5）関係代名詞とその先行詞の関係付け（認可）は，両者の間に統語素性および意味素性に

矛盾が生じない場合にのみ行われる。

6）伽酬舳プ∫は機能範晴としては，決定詞（determiner）に属するが，舳mツという名詞を

主要部とする名詞句の特徴も併せ持っている。

7）意味の分類は，先行詞の特性を捉えることを優先している。このため，意味（素性）に

基づく分類とは厳密に異なる点もあり，さらに分析が必要であ糺

Text

G．B1akemoエe　Eva11s（textua1editor）（ユ974）丁加珊ソ舳肋∫肋加Ψe〃e．Boston：Houghton　Miff1in．
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